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令
和
５
年
９
月
１
日
、
園
田
市
長
へ
「
農
地
等
利
用

最
適
化
推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
、
地
域
に
お
け
る
農
業
者
等
と
の
意
見

交
換
会
等
の
農
業
委
員
会
活
動
の
中
で
得
た
知
見
に
よ

り
、
市
が
実
施
す
る
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策

等
に
対
し
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
38
条

第
１
項
に
基
づ
き
提
出
す
る
も
の
で
す
。

  

内
容
と
し
て
は
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
に
関

す
る
施
策
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
関
す

る
施
策
、
新
規
参
入
の
促
進
に
関
す
る
施
策
、
有
害

鳥
獣
対
策
、
そ
の
他
大
村
産
品
の
直
売
所
の
整
備
及
び

農
業
資
材
等
の
価
格
高
騰
に
関
す
る
対
策
支
援
な
ど
に

つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
市
関
係
機
関
が
一
体
と
な
って
進
め

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
等
に

関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
私
は
、
関
西
の
兵
庫
県
で
育
ち
、
工
場
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
２
年
前
に
、
長
崎
県
新
規
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
親
戚
か

ら
紹
介
さ
れ
て
移
住
し
て
き
ま
し
た
。、

　
実
は
生
ま
れ
は
こ
こ
大
村
で
あ
り
、
子
供
の
頃
は
よ
く
夏
休

み
に
祖
父
母
の
家
（
母
の
実
家
）
に
遊
び
に
来
て
い
た
の
で
、

大
村
は
縁
の
あ
る
馴
染
み
深
い
土
地
で
し
た
。

　
両
親
や
親
族
共
に
皆
、
農
業
と
は
無
縁
で
あ
り
、
私
自
身

も
農
業
に
関
す
る
学
校
を
出
て
い
な
い
の
で
、
農
業
研
修
を
一

か
ら
学
ぶ
楽
し
さ
も
あ
れ
ば
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
は
就
農
す
る
た
め
の
畑
や
そ
の
近
く
に
家
も
見

つ
か
り
、
多
く
の
先
輩
方
や
仲
間
に
恵
ま
れ
て
充
実
し
た
農
業

を
続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
生
産
し
て
い
る
み
か
ん

は
、
も
と
も
と
地
主
の
方
が
育
て

て
こ
ら
れ
た
木
な
の
で
、
い
ず
れ

は
自
分
で
畑
を
開
拓
し
て
苗
を
植

え
て
育
て｢

一
か
ら
自
分
で
作
っ
た

み
か
ん
を
皆
様
へ
食
べ
て
も
ら
え
る

こ
と｣

を
目
標
と
し
、
自
分
の
始
ま

り
で
も
あ
る
こ
こ
大
村
で
農
業
を

楽
し
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

が
ん
ば
る
若
手
農
業
者

農
地
を
貸
し
た
い
・
借
り
た
い
・
売
り
た
い
・
買
い
た
い
！
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今村町で母豚140頭を飼育し、
加工販売を営む上野さんご夫婦

【経営内容】
　　温州みかん 130ａ、
　　中晩柑 30ａ、
　　その他野菜 12ａ
【家族構成】
　　両親、本人

五十嵐　健さん（29歳）

切　り　取　り

　高齢、病気、後継者がいない等の理由で所有農地の適正な管理ができない場合や農業を規模縮小、
または、廃業し、他の農家への経営移譲等（貸付を含む。）を考えておられる方は、農業委員会事務局
または最寄りの農業委員・推進委員にご相談ください。

◆大村市農業委員会事務局  宛（又は、最寄りの農業委員・推進委員  宛）

提出（受理）日

委員記載欄

担当委員名年齢

地目 面積 作物 所有者名 条件等

印 農家
住所・氏名等

職業連絡先

大村市

令和

大村市

大村市

大村市

大村市

大村市

大村市

大村市

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

相談カード（※希望する項目に○印を付けてください。）

農地を　貸したい　・　借りたい　・　売りたい　・　買いたい

農作業を委託したい　・　その他（　　　　　　　　　　　　　一個別相談希望）

※農地を借りたり、買う場合は、農地法等の要件を満たさなければなりません。
※物件が多い場合は、別紙で提出してください。
※国の指示による相談カード（意向調査票）の取扱いについては、プライバシー保護の観点から標記以外の事柄
　には使用いたしません。

　□　農地バンク（農地中間管理機構 :長崎県農業振興公社）による貸借契約を希望します。
　□　新規就農者からの借受希望があった場合の情報提供については同意します。

＜お願い＞※今後の貸借等の参考とするため、下記について希望等をする場合は□欄にレ印をご記入ください。

日泊町の圃場



新
委
員
の
紹
介

　
大
村
市
農
業
者
年
金
受
給
者
協
議
会
（
会
員
一
〇
二
人
）

は
、
昨
年
十
一
月
十
五
日
、
会
員
の
親
睦
と
健
康
作
り
の

た
め
に
、
第
十
五
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
市
陸
上

競
技
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
二
十
四
名
の
会
員
が
日
頃
の
練
習
を
発
揮
さ
れ
、
団
体

は
、
中
央
支
部
チ
ー
ム
が
優
勝
、
個
人
の
部
で
は
中
央
支

部
チ
ー
ム
の
笹
浦
保
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。団

体
▼
優
勝
　
中
央
支
部
チ
ー
ム

▼
２
位
　
北
支
部
チ
ー
ム

▼
３
位
　
三
鈴
支
部
チ
ー
ム

個
人

▼
優
勝

中
央
支
部  

笹
浦  

保
　
さ
ん

▼
２
位
　

三
鈴
支
部  

古
賀  

利
雄
さ
ん

▼
３
位
　

三
鈴
支
部  

山
本
豊
一
郎
さ
ん

23

　
令
和
５
年
７
月
20
日
付
け
で
、
新
し
く
委
員
に
な
ら
れ

た
14
名
の
皆
様
に
一
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
地
区
順
）

ケース1
農業者年金に
夫のみ加入

65歳～87歳の年金額（夫婦） 88歳～92歳の年金額（妻のみ）

合計：月額17万２千円 合計：月額６万５千円

合計：月額20万7千円 合計：月額10万円

ケース２
農業者年金に
夫婦で加入

国民年金
夫　月額　６万５千円
妻　月額　６万５千円
計　月額　１３万円

夫　月額　４万２千円

夫　月額　６万５千円
妻　月額　６万５千円
計　月額　１３万円

夫　月額　４万２千円
妻　月額　３万５千円
計　月額　７万７千円

妻　月額　６万５千円

なし

妻　月額　６万５千円

妻　月額　３万５千円

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

農
業
者
年
金
に
夫
の
み
加
入
し
た
場
合

と
夫
婦
で
加
入
し
た
場
合
の
比
較
例

※夫と妻は同年齢で、農業者年金へは30歳で保険料月額2万円で通常加入し、
　農業者の平均寿命（男性87歳、女性92歳）まで受給するとして比較

新
農
業
委
員
（
３
名
）

新
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
11
名
）

原
口
　
か
よ
子
　
委
員
（
三
浦
地
区
）

朝
長
　
洋
市
　
委
員
（
西
大
村
地
区
）

岩
﨑
　
義
秀
　
委
員
（
福
重
地
区
）

岩
﨑
　
照
美
　
委
員
（
三
浦
地
区
）

｢

農
地
を
守
る
こ
と｣｢

農
地
を
活
か
す
こ
と｣

は
農
業
委
員
の
大
切
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
農
業

者
を
代
表
し
、
現
場
の
声
を
行
政
へ
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
人
よ
り
受
け
継
い
だ
恵
み
の
大
地
を
荒

ら
す
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
る
為
に
、
農
業

委
員
の
皆
さ
ん
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
、

新
規
農
業
参
入
者
の
促
進
等
に
頑
張
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
状
勢
が
厳
し
い
中
、
地
域
の
農
業
と

農
地
に
関
す
る
課
題
が
少
し
で
も
改
善
さ
れ
、

持
続
可
能
な
農
業
を
め
ざ
し
、
明
る
い
兆
し

を
見
い
だ
す
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
厳
し
い
農
業
状
勢
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
、

先
輩
委
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
地
域
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

松
尾
　
慎
二
　
委
員
（
三
浦
地
区
）

　
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年

々
厳
し
く
な
る
一
方
で
す
が
、
農
産
物
や

農
業
従
事
者
、後
継
者
の
持
続
発
展
の
為
、

微
力
な
が
ら
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
居

り
ま
す
。

小
野
　
重
幸
　
委
員
（
鈴
田
地
区
）

　
７
月
よ
り
推
進
委
員
と
な
り
ま
し
た
が
、勉
強

不
足
で
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。今
、農
業
を
取
り
巻
く
現
状
は
、農
業
者

の
高
齢
化
で
遊
休
農
地
の
増
加
な
ど
山
積
み
で

す
。今
か
ら
少
し
で
も
地
域
農
業
に
役
立
つ
様
に

頑
張
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

笠
寺
　
幸
雄
　
委
員
（
鈴
田
地
区
）

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
、
定

例
総
会
に
参
加
し
、
農
地
法
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。
先
輩
委
員
と
共
に
協
力
し
、
農

地
最
適
化
が
出
来
る
様
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

富
浦
　
春
男
　
委
員
（
大
村
地
区
）

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
、
令
和

５
年
７
月
よ
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

さ
ら
に
農
地
の
法
律
な
ど
、
農
地
に
対
す
る
勉

強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
農
業
を
支
え
る

農
家
の
方
々
が
意
欲
を
持
っ
て
営
農
で
き
る
環

境
が
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
、微
力
な
が
ら
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

藤
本
　
雅
彦
　
委
員
（
大
村
地
区
）

　
近
年
、
住
宅
地
が
増
え
農
業
経
営
が
や
り
に

く
い
環
境
の
中
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

と
し
て
、
農
業
発
展
に
繋
が
る
よ
う
に
協
力
し
、

ま
た
、農
地
転
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、環
境
に
配

慮
し
た
土
地
で
あ
る
か
を
重
点
に
農
地
調
整
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

井
川
　
春
彦
　
委
員
（
萱
瀬
地
区
）

　
こ
の
度
、
萱
瀬
地
区
の
推
進
委
員
を
拝
命

し
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
の
荒
廃
農
地
の
増

加
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
り
衝
撃

を
受
け
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
、
大
村
市
の

農
業
振
興
と
遊
休
農
地
の
減
少
に
役
立
つ
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

久
保
　
和
幸
　
委
員
（
竹
松
地
区
）

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、農
地
利
用
の
最
適
化
を
進
め
る
と
共
に
、

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
良
き
相
談
相
手
に
な
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

山
本
　
治
義
　
委
員
（
福
重
地
区
）

　
現
在
、農
業
が
抱
え
る
問
題
は
数
多
く
、

農
業
経
験
の
浅
い
私
に
は
推
進
委
員
は
大
役

で
は
あ
り
ま
す
が
、よ
り
良
い
未
来
の
農
業

の
為
、し
っ
か
り
対
応
す
べ
く
、微
力
な
が
ら

頑
張
り
ま
す
。

小
川
　
良
一
　
委
員
（
松
原
地
区
）

　
昨
年
７
月
に
推
進
委
員
に
な
り
、ま
だ
理

解
で
き
て
い
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、地
域
農

業
を
支
え
る
農
家
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
微

力
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
口
　
周
次
　
委
員
（
松
原
地
区
）

　
推
進
委
員
に
な
り
半
年
。
毎
月
の
総
会
に

出
席
し
て
、
大
事
な
耕
作
地
が
い
ろ
い
ろ
な

理
由
で
減
少
し
て
お
り
驚
い
て
い
ま
す
。
先

輩
委
員
の
皆
様
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

農
地
利
用
の
最
適
化
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

◆
お
申
込
み
は
、農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

℡
．５
３
ー
４
１
１
１（
内
線
３
５
２
）

【
発
行
日
】 

毎
週
金
曜
日

【
購
読
料
】 

月
額 

７
０
０
円

年
金
受
給
者
協
議
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

老後の生活を安心サポート老後の生活を安心サポート

安心で豊かな老後のために農業者年金に加入しましょう！安心で豊かな老後のために農業者年金に加入しましょう！安心で豊かな老後のために農業者年金に加入しましょう！

農業者年金コーナー

農業者年金コーナー

農業者年金コーナー農業従事者なら
広く加入できる

○加入資格
① 年間60日以上の農業に従事
② 国民年金の第１号被保険者
③ 20歳以上65歳未満の国民年
 　金の任意加入者も加入可能

少子高齢時代に強い
積立方式・確定拠出型
○被保険者や受給者の数が変化
　しても影響を受けない財政的
　に安定した制度

⇩
少子高齢時代でも安心！

保険料は自由に選べ、
いつでも変更できる
○保険料は自由に選べる！
　（月額２万円～６万７千円）
※35歳未満で政策支援の対象と
ならない方は、１万円～
○いつでも見直しできる！

終身年金
（80歳まで保証）

○年金は生涯受け取れる！
○万が一80歳前に死亡

⇩
死亡一時金が遺族へ！

税制面の優遇措置
○支払った保険料の全額が社
会保険料控除の対象に！
※民間の個人年金の場合
　控除額の上限：４～５万円

⇩
節税効果に大きな差が！

保険料の国庫補助あり

○一定の要件を満たす方
⇩

保険料の国庫補助あり！



新
委
員
の
紹
介

　
大
村
市
農
業
者
年
金
受
給
者
協
議
会
（
会
員
一
〇
二
人
）

は
、
昨
年
十
一
月
十
五
日
、
会
員
の
親
睦
と
健
康
作
り
の

た
め
に
、
第
十
五
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
市
陸
上

競
技
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
二
十
四
名
の
会
員
が
日
頃
の
練
習
を
発
揮
さ
れ
、
団
体

は
、
中
央
支
部
チ
ー
ム
が
優
勝
、
個
人
の
部
で
は
中
央
支

部
チ
ー
ム
の
笹
浦
保
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。団

体
▼
優
勝
　
中
央
支
部
チ
ー
ム

▼
２
位
　
北
支
部
チ
ー
ム

▼
３
位
　
三
鈴
支
部
チ
ー
ム

個
人

▼
優
勝

中
央
支
部  

笹
浦  

保
　
さ
ん

▼
２
位
　

三
鈴
支
部  

古
賀  

利
雄
さ
ん

▼
３
位
　

三
鈴
支
部  

山
本
豊
一
郎
さ
ん
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令
和
５
年
７
月
20
日
付
け
で
、
新
し
く
委
員
に
な
ら
れ

た
14
名
の
皆
様
に
一
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
地
区
順
）

ケース1
農業者年金に
夫のみ加入

65歳～87歳の年金額（夫婦） 88歳～92歳の年金額（妻のみ）

合計：月額17万２千円 合計：月額６万５千円

合計：月額20万7千円 合計：月額10万円

ケース２
農業者年金に
夫婦で加入

国民年金
夫　月額　６万５千円
妻　月額　６万５千円
計　月額　１３万円

夫　月額　４万２千円

夫　月額　６万５千円
妻　月額　６万５千円
計　月額　１３万円

夫　月額　４万２千円
妻　月額　３万５千円
計　月額　７万７千円

妻　月額　６万５千円

なし

妻　月額　６万５千円

妻　月額　３万５千円

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

農
業
者
年
金
に
夫
の
み
加
入
し
た
場
合

と
夫
婦
で
加
入
し
た
場
合
の
比
較
例

※夫と妻は同年齢で、農業者年金へは30歳で保険料月額2万円で通常加入し、
　農業者の平均寿命（男性87歳、女性92歳）まで受給するとして比較

新
農
業
委
員
（
３
名
）

新
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
11
名
）

原
口
　
か
よ
子
　
委
員
（
三
浦
地
区
）

朝
長
　
洋
市
　
委
員
（
西
大
村
地
区
）

岩
﨑
　
義
秀
　
委
員
（
福
重
地
区
）

岩
﨑
　
照
美
　
委
員
（
三
浦
地
区
）

｢

農
地
を
守
る
こ
と｣｢

農
地
を
活
か
す
こ
と｣

は
農
業
委
員
の
大
切
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
農
業

者
を
代
表
し
、
現
場
の
声
を
行
政
へ
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
人
よ
り
受
け
継
い
だ
恵
み
の
大
地
を
荒

ら
す
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
る
為
に
、
農
業

委
員
の
皆
さ
ん
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
、

新
規
農
業
参
入
者
の
促
進
等
に
頑
張
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
状
勢
が
厳
し
い
中
、
地
域
の
農
業
と

農
地
に
関
す
る
課
題
が
少
し
で
も
改
善
さ
れ
、

持
続
可
能
な
農
業
を
め
ざ
し
、
明
る
い
兆
し

を
見
い
だ
す
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
厳
し
い
農
業
状
勢
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
、

先
輩
委
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
地
域
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

松
尾
　
慎
二
　
委
員
（
三
浦
地
区
）

　
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年

々
厳
し
く
な
る
一
方
で
す
が
、
農
産
物
や

農
業
従
事
者
、後
継
者
の
持
続
発
展
の
為
、

微
力
な
が
ら
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
居

り
ま
す
。

小
野
　
重
幸
　
委
員
（
鈴
田
地
区
）

　
７
月
よ
り
推
進
委
員
と
な
り
ま
し
た
が
、勉
強

不
足
で
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。今
、農
業
を
取
り
巻
く
現
状
は
、農
業
者

の
高
齢
化
で
遊
休
農
地
の
増
加
な
ど
山
積
み
で

す
。今
か
ら
少
し
で
も
地
域
農
業
に
役
立
つ
様
に

頑
張
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

笠
寺
　
幸
雄
　
委
員
（
鈴
田
地
区
）

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
、
定

例
総
会
に
参
加
し
、
農
地
法
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。
先
輩
委
員
と
共
に
協
力
し
、
農

地
最
適
化
が
出
来
る
様
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

富
浦
　
春
男
　
委
員
（
大
村
地
区
）

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
、
令
和

５
年
７
月
よ
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

さ
ら
に
農
地
の
法
律
な
ど
、
農
地
に
対
す
る
勉

強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
農
業
を
支
え
る

農
家
の
方
々
が
意
欲
を
持
っ
て
営
農
で
き
る
環

境
が
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
、微
力
な
が
ら
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

藤
本
　
雅
彦
　
委
員
（
大
村
地
区
）

　
近
年
、
住
宅
地
が
増
え
農
業
経
営
が
や
り
に

く
い
環
境
の
中
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

と
し
て
、
農
業
発
展
に
繋
が
る
よ
う
に
協
力
し
、

ま
た
、農
地
転
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、環
境
に
配

慮
し
た
土
地
で
あ
る
か
を
重
点
に
農
地
調
整
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

井
川
　
春
彦
　
委
員
（
萱
瀬
地
区
）

　
こ
の
度
、
萱
瀬
地
区
の
推
進
委
員
を
拝
命

し
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
の
荒
廃
農
地
の
増

加
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
り
衝
撃

を
受
け
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
、
大
村
市
の

農
業
振
興
と
遊
休
農
地
の
減
少
に
役
立
つ
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

久
保
　
和
幸
　
委
員
（
竹
松
地
区
）

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、農
地
利
用
の
最
適
化
を
進
め
る
と
共
に
、

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
良
き
相
談
相
手
に
な
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

山
本
　
治
義
　
委
員
（
福
重
地
区
）

　
現
在
、農
業
が
抱
え
る
問
題
は
数
多
く
、

農
業
経
験
の
浅
い
私
に
は
推
進
委
員
は
大
役

で
は
あ
り
ま
す
が
、よ
り
良
い
未
来
の
農
業

の
為
、し
っ
か
り
対
応
す
べ
く
、微
力
な
が
ら

頑
張
り
ま
す
。

小
川
　
良
一
　
委
員
（
松
原
地
区
）

　
昨
年
７
月
に
推
進
委
員
に
な
り
、ま
だ
理

解
で
き
て
い
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、地
域
農

業
を
支
え
る
農
家
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
微

力
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
口
　
周
次
　
委
員
（
松
原
地
区
）

　
推
進
委
員
に
な
り
半
年
。
毎
月
の
総
会
に

出
席
し
て
、
大
事
な
耕
作
地
が
い
ろ
い
ろ
な

理
由
で
減
少
し
て
お
り
驚
い
て
い
ま
す
。
先

輩
委
員
の
皆
様
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

農
地
利
用
の
最
適
化
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

◆
お
申
込
み
は
、農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

℡
．５
３
ー
４
１
１
１（
内
線
３
５
２
）

【
発
行
日
】 

毎
週
金
曜
日

【
購
読
料
】 

月
額 

７
０
０
円

年
金
受
給
者
協
議
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

老後の生活を安心サポート老後の生活を安心サポート

安心で豊かな老後のために農業者年金に加入しましょう！安心で豊かな老後のために農業者年金に加入しましょう！安心で豊かな老後のために農業者年金に加入しましょう！

農業者年金コーナー

農業者年金コーナー

農業者年金コーナー農業従事者なら
広く加入できる

○加入資格
① 年間60日以上の農業に従事
② 国民年金の第１号被保険者
③ 20歳以上65歳未満の国民年
 　金の任意加入者も加入可能

少子高齢時代に強い
積立方式・確定拠出型
○被保険者や受給者の数が変化
　しても影響を受けない財政的
　に安定した制度

⇩
少子高齢時代でも安心！

保険料は自由に選べ、
いつでも変更できる
○保険料は自由に選べる！
　（月額２万円～６万７千円）
※35歳未満で政策支援の対象と
ならない方は、１万円～
○いつでも見直しできる！

終身年金
（80歳まで保証）

○年金は生涯受け取れる！
○万が一80歳前に死亡

⇩
死亡一時金が遺族へ！

税制面の優遇措置
○支払った保険料の全額が社
会保険料控除の対象に！
※民間の個人年金の場合
　控除額の上限：４～５万円

⇩
節税効果に大きな差が！

保険料の国庫補助あり

○一定の要件を満たす方
⇩

保険料の国庫補助あり！
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令和6年3月令和6年3月農業委員会だより農業委員会だより

　
令
和
５
年
９
月
１
日
、
園
田
市
長
へ
「
農
地
等
利
用

最
適
化
推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
、
地
域
に
お
け
る
農
業
者
等
と
の
意
見

交
換
会
等
の
農
業
委
員
会
活
動
の
中
で
得
た
知
見
に
よ

り
、
市
が
実
施
す
る
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策

等
に
対
し
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
38
条

第
１
項
に
基
づ
き
提
出
す
る
も
の
で
す
。

  

内
容
と
し
て
は
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
に
関

す
る
施
策
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
関
す

る
施
策
、
新
規
参
入
の
促
進
に
関
す
る
施
策
、
有
害

鳥
獣
対
策
、
そ
の
他
大
村
産
品
の
直
売
所
の
整
備
及
び

農
業
資
材
等
の
価
格
高
騰
に
関
す
る
対
策
支
援
な
ど
に

つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
市
関
係
機
関
が
一
体
と
な
って
進
め

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
等
に

関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
私
は
、
関
西
の
兵
庫
県
で
育
ち
、
工
場
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
２
年
前
に
、
長
崎
県
新
規
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
親
戚
か

ら
紹
介
さ
れ
て
移
住
し
て
き
ま
し
た
。、

　
実
は
生
ま
れ
は
こ
こ
大
村
で
あ
り
、
子
供
の
頃
は
よ
く
夏
休

み
に
祖
父
母
の
家
（
母
の
実
家
）
に
遊
び
に
来
て
い
た
の
で
、

大
村
は
縁
の
あ
る
馴
染
み
深
い
土
地
で
し
た
。

　
両
親
や
親
族
共
に
皆
、
農
業
と
は
無
縁
で
あ
り
、
私
自
身

も
農
業
に
関
す
る
学
校
を
出
て
い
な
い
の
で
、
農
業
研
修
を
一

か
ら
学
ぶ
楽
し
さ
も
あ
れ
ば
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
は
就
農
す
る
た
め
の
畑
や
そ
の
近
く
に
家
も
見

つ
か
り
、
多
く
の
先
輩
方
や
仲
間
に
恵
ま
れ
て
充
実
し
た
農
業

を
続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
生
産
し
て
い
る
み
か
ん

は
、
も
と
も
と
地
主
の
方
が
育
て

て
こ
ら
れ
た
木
な
の
で
、
い
ず
れ

は
自
分
で
畑
を
開
拓
し
て
苗
を
植

え
て
育
て｢

一
か
ら
自
分
で
作
っ
た

み
か
ん
を
皆
様
へ
食
べ
て
も
ら
え
る

こ
と｣

を
目
標
と
し
、
自
分
の
始
ま

り
で
も
あ
る
こ
こ
大
村
で
農
業
を

楽
し
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

が
ん
ば
る
若
手
農
業
者

農
地
を
貸
し
た
い
・
借
り
た
い
・
売
り
た
い
・
買
い
た
い
！

﹇
Ｖｏ
ｌ
．30
﹈

４

今村町で母豚140頭を飼育し、
加工販売を営む上野さんご夫婦

【経営内容】
　　温州みかん 130ａ、
　　中晩柑 30ａ、
　　その他野菜 12ａ
【家族構成】
　　両親、本人

五十嵐　健さん（29歳）

切　り　取　り

　高齢、病気、後継者がいない等の理由で所有農地の適正な管理ができない場合や農業を規模縮小、
または、廃業し、他の農家への経営移譲等（貸付を含む。）を考えておられる方は、農業委員会事務局
または最寄りの農業委員・推進委員にご相談ください。

◆大村市農業委員会事務局  宛（又は、最寄りの農業委員・推進委員  宛）

提出（受理）日

委員記載欄

担当委員名年齢

地目 面積 作物 所有者名 条件等

印 農家
住所・氏名等

職業連絡先

大村市

令和

大村市

大村市

大村市

大村市

大村市

大村市

大村市
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㎡
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相談カード（※希望する項目に○印を付けてください。）

農地を　貸したい　・　借りたい　・　売りたい　・　買いたい

農作業を委託したい　・　その他（　　　　　　　　　　　　　一個別相談希望）

※農地を借りたり、買う場合は、農地法等の要件を満たさなければなりません。
※物件が多い場合は、別紙で提出してください。
※国の指示による相談カード（意向調査票）の取扱いについては、プライバシー保護の観点から標記以外の事柄
　には使用いたしません。

　□　農地バンク（農地中間管理機構 :長崎県農業振興公社）による貸借契約を希望します。
　□　新規就農者からの借受希望があった場合の情報提供については同意します。

＜お願い＞※今後の貸借等の参考とするため、下記について希望等をする場合は□欄にレ印をご記入ください。

日泊町の圃場


